
（別添２－１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

設　置　計　画　の　概　要
事 項 記 入 欄

事 前 相 談 事 項 事前伺い

新 設 学 部 等 に お い て
取 得 可 能 な 資 格

計 画 の 区 分 学部の学科の設置

フ リ ガ ナ ｺｸﾘﾂﾀﾞｲｶﾞｸﾎｳｼﾞﾝ　ｻｲﾀﾏﾀﾞｲｶﾞｸ

設 置 者 国立大学法人　埼玉大学

フ リ ガ ナ ｻｲﾀﾏﾀﾞｲｶﾞｸ

大 学 の 名 称 埼玉大学  (Saitama University)

既 設 学 部 等 に お い て
養 成 す る 人 材 像

①養成する人材像
【経済学科】
・永い歴史を有する経済学の教育と研究を通じ、経済現象への鳥瞰的視座と偏見にとらわれない科学的洞察力を養い、長期的視
野に立つ問題解決能力を備えた人材を養成する。
【経営学科】
・経営学・会計学の教育と研究を通じ、現代経営に必要とされる高い倫理意識と、企業及び産業を動態的に把握する能力を磨き、
既成の概念にとらわれず、幅広い問題解決を行いうる人材を養成する。
【社会環境設計学科】
・法律・環境・地域など社会環境諸分野の教育と研究を通じ、新たな社会環境の設計に向け、学際的、総合的に問題を発見し、探
求し、解決しうる人材の育成を目的とする。
②教育研究上の目的
/経済学、経営学、法学をはじめとする社会科学の教育及び研究を通じ、自ら問題を発見し、分析し、解決することができる人材を
育成する。
③卒業後の進路
/金融業、地方公務、情報通信業、保険業、製造業、小売業、不動産業、学術研究、専門・サービス業、学校教育

なし

既 設 学 部 等 に お い て
取 得 可 能 な 資 格

【経済学部経済学科（昼間コース）、社会環境設計学科（昼間コース）】
・中学・高校教諭１種（社会、公民）
・・①国家資格
・・②資格取得可能
・・③卒業要件単位に含まれる科目のほか、教職関連科目の履修が必要だが、資格取得が卒業の必須条件ではない。
【経済学部経営学科（昼間コース）】
・高校教諭１種（商業）
・・①国家資格
・・②資格取得可能
・・③卒業要件単位に含まれる科目のほか、教職関連科目の履修が必要だが、資格取得が卒業の必須条件ではない。

新 設 学 部 等 に お い て
養 成 す る 人 材 像

経済学部経済学科（昼間コース）
①養成する人材像
【経済学科経済分析メジャー】
・経済学の基礎理論を踏まえつつ、日本や世界が抱える様々な経済問題を歴史的・国際的な視野から考え、自ら解を模索する人
材を養成する。
【経済学科国際ビジネスと社会発展メジャー】
・経済・経営・社会の発展をグローバルな視点から理解し、グローバル経済とグローバルビジネスが直面する諸問題を自ら考える人
材を養成する。
【経済学科経営イノベーションメジャー】
・管理・戦略的視点、財務的視点、倫理的視点を基礎に、企業や組織のイノベーティブな活動にかかわる諸問題を創造的に考える
人材を養成する。
【経済学科法と公共政策メジャー】
・法に特徴的な思考力とリーガルマインドの育成を基礎とし、経済・ビジネスにかかわる法的諸問題や公共部門が担う政策問題に
ついて、自ら問題を立て、解決する人材を養成する。
②教育研究上の目的
/経済学、経営学、法学をはじめとする社会科学の教育及び研究を通じ、自ら問題を発見し、分析し、解決することができる人材を
育成する。
③卒業後の進路
【経済学科経済分析メジャー】
・国家公務、地方公務、金融業等
【経済学科国際ビジネスと社会発展メジャー】
・国際公務、ＮＰＯ、国際機関、グローバル企業を含む民間企業、大学院進学：ダブルディグリー（タイ王国チュラーロンコーン）等
【経済学科経営イノベーションメジャー】
・製造業、サービス業、ＮＰＯ等
【経済学科法と公共政策メジャー】
・国家公務、地方公務、民間企業の法務部等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
経済学部経済学科（夜間主コース）
①養成する人材像
・社会人の労働・生活時間に配慮しつつ、自修時間を十分確保する指導を行い、学士課程修了者にふさわしい専門基礎学力と汎
用的能力を有する人材を養成する。
②教育研究上の目的
・経済学、経営学、法学をはじめとする社会科学の教育及び研究を通じ、自ら問題を発見し、分析し、解決することができる人材を
育成する。
③卒業後の進路
・在学時に就いている仕事の継続。希望に応じ、社会人大学院（博士前期課程）への入学等
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学位又
は称号

学位又は
学科の分野

異動元
助教
以上

うち
教授

経済学科 18 7

経営学科 15 6

社会環境設計学科 10 4

学科外 5 0

新規採用 6 3

退職 3 3

計 57 23

経済学科（再掲） 18 7

経営学科（再掲） 15 6

社会環境設計学科（再掲） 10 4

学科外（再掲） 5 0

新規採用（再掲） 6 3

退職（再掲） 3 3

計 57 23

学位又
は称号

学位又は
学科の分野

異動先
助教
以上

うち
教授

経済学科（昼間コース） 18 7

退職 0 0

計 18 7

経済学科（昼間コース） 15 6

退職 3 3

計 18 9

経済学科（昼間コース） 10 4

退職 0 0

計 10 4

経済学科（夜間主 コース）（再掲） 18 7

退職（再掲） 0 0

計 18 7

経済学科（夜間主コース）（再掲） 15 6

退職（再掲） 3 3

計 18 9

経済学科（夜間主コース）（再掲） 10 4

退職（再掲） 0 0

計 10 4

80

4

2

専　任　教　員

学士
（経済学）

専　任　教　員

経済学科

（昼間コース）
[Department of

Economics]

280 １０

開設時期

経済学関係

0 60

授与する学位等

4

1,140

編入学
定　員

収容
定員

開設時期

収容
定員

100

経済学関係
平成４年

４月

経済学関係

学士
（経済学）

経済学関係
平成27年

４月

平成４年
４月

経済学関係

100

経済学部
[Faculty of
Economics]

新

設

学

部

等

の

概

要

社会環境設計学科

（昼間コース）
（廃止）

４

新設学部等の名称

経営学科
（昼間コース）

（廃止）
４

経済学科
（昼間コース）

（廃止）
４

４

・入学定員の変更
（改組前）　　　　　　　　　　　　               　　　　 　（改組後）
・経済学科（夜間主コース）　　　　　入学定員　２０人　　→　　経済学科（夜間主コース）　入学定員　１５人
・経営学科（夜間主コース）　　　　　入学定員　２０人
・社会環境設計学科（夜間主コース）　入学定員　１０人

【備考欄】

既

設

学

部

等

の

概

要

既設学部等の名称
修業
年限

３２４
学士

（経済学）

平成４年
４月

４０８
学士

（経済学）

４ 40

経営学科
（夜間主コース）

（廃止）
４

15

修業
年限

経済学科

（夜間主 コース）
[Department of

Economics]

４

入学
定員

編入学
定　員

入学
定員

４０８
学士

（経済学）

平成27年
４月

授与する学位等

経済学科
（夜間主コース）

（廃止）
４

若干名

80

社会環境設計学科

（夜間主コース）
（廃止）

80
学士

（経済学）
経済学関係

平成４年
４月

学士
（経済学）

経済学関係
平成４年

４月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 計 　　５０人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 計 　　１５人

平成４年
４月

経済学部

20

20

10

学士
（経済学）

経済学関係
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1･2･3･4前 1 ○ 兼9

1･2･3･4後 1 ○ 兼9

英語Ⅰ（CALL 1a） 1･2･3･4前 1 ○ 兼9

英語Ⅰ（CALL 1b） 1･2･3･4後 1 ○ 兼9

1･2･3･4前 1 ○ 4 1 兼1

1･2･3･4後 1 ○ 4 1 兼1

1･2･3･4前 1 ○ 4 兼2

1･2･3･4後 1 ○ 4 兼2

1･2･3･4前 1 ○ 2 1 兼6

1･2･3･4後 1 ○ 2 1 兼6

英語Ⅰ（Basic English 1a） 1･2･3･4前 1 ○ 兼1

英語Ⅰ（Basic English 1b） 1･2･3･4後 1 ○ 兼1

2･3･4前 1 ○ 2 兼7

2･3･4後 1 ○ 2 兼7

英語Ⅱ（CALL 2a） 2･3･4前 1 ○ 兼9

英語Ⅱ（CALL 2b） 2･3･4後 1 ○ 兼9

2･3･4前 1 ○ 1 2 兼1

2･3･4後 1 ○ 1 2 兼1

2･3･4前 1 ○ 3 1

2･3･4後 1 ○ 3 1

2･3･4前 1 ○ 4 兼5

2･3･4後 1 ○ 4 兼5

英語Ⅱ（Basic English 2a） 2･3･4前 1 ○ 兼1

英語Ⅱ（Basic English 2b） 2･3･4後 1 ○ 兼1

英語Ⅲ（CALL 3a） 3･4前 1 ○ 兼9

英語Ⅲ（CALL 3b） 3･4後 1 ○ 兼9

英語Ⅲ（CALL 3 SE） 3･4前・後 1 ○ 兼9

－ 0 27 0 0 4 0 2 0 兼18

ドイツ語Ⅰa（文法） 1･2･3･4前 1 ○ 1 兼6

ドイツ語Ⅰb（文法） 1･2･3･4後 1 ○ 1 兼6

ドイツ語Ⅰa（運用） 1･2･3･4前 1 ○ 1 1 兼5

ドイツ語Ⅰb（運用） 1･2･3･4後 1 ○ 1 1 兼5

ドイツ語Ⅱa（講読） 2･3･4前 1 ○ 兼1

ドイツ語Ⅱb（講読） 2･3･4後 1 ○ 兼1

ドイツ語Ⅱa（表現） 2･3･4前 1 ○ 1 1

ドイツ語Ⅱb（表現） 2･3･4後 1 ○ 1 1

フランス語Ⅰa（文法） 1･2･3･4前 1 ○ 兼4

フランス語Ⅰb（文法） 1･2･3･4後 1 ○ 兼4

フランス語Ⅰa（運用） 1･2･3･4前 1 ○ 1 兼3

フランス語Ⅰb（運用） 1･2･3･4後 1 ○ 1 兼3

フランス語Ⅱa（講読） 2･3･4前 1 ○ 兼1

フランス語Ⅱb（講読） 2･3･4後 1 ○ 兼1

フランス語Ⅱa（表現） 2･3･4前 1 ○ 兼1

フランス語Ⅱb（表現） 2･3･4後 1 ○ 兼1

中国語Ⅰa（文法） 1･2･3･4前 1 ○ 兼4

中国語Ⅰb（文法） 1･2･3･4後 1 ○ 兼4

中国語Ⅰa（運用） 1･2･3･4前 1 ○ 1 兼3

中国語Ⅰb（運用） 1･2･3･4後 1 ○ 1 兼3

中国語Ⅱa（講読） 2･3･4前 1 ○ 兼1

中国語Ⅱb（講読） 2･3･4後 1 ○ 兼1

中国語Ⅱa（表現） 2･3･4前 1 ○ 兼1

中国語Ⅱb（表現） 2･3･4後 1 ○ 兼1

ロシア語Ⅰa（文法） 1･2･3･4前 1 ○ 1

英語Ⅱ（Academic Essay Writing 2a）

英語Ⅰ（General English Skills 1a）
英語Ⅰ（General English Skills 1b）

外
国
語
科

英語Ⅱ（Academic English Skills 2a）

（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
（経済学科　昼間コース）

科目
区分

外
国
語
科
目

配当年次

－小計（27科目）

英
語
ス
キ
ル
教
育
科
目
群

単位数

備考

授業形態

英語Ⅱ（English for Specific Purposes 2a）

専任教員等の配置

授業科目の名称

英語Ⅱ（Academic Communication Skills 2a）

英語Ⅰ（Academic Essay Writing 1a）
英語Ⅰ（Academic Essay Writing 1b）
英語Ⅰ（English for Specific Purposes 1a）

英語Ⅰ（English for Specific Purposes 1b）

英語Ⅱ（Academic Essay Writing 2b）

英語Ⅰ（Academic Communication Skills 1a）

英語Ⅰ（Academic Communication Skills 1b）

英語Ⅱ（Academic Communication Skills 2b）

英語Ⅱ（English for Specific Purposes 2b）

英語Ⅱ（Academic English Skills 2b）
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ロシア語Ⅰb（文法） 1･2･3･4後 1 ○ 1

ロシア語Ⅰa（運用） 1･2･3･4前 1 ○ 兼1

ロシア語Ⅰb（運用） 1･2･3･4後 1 ○ 兼1

ロシア語Ⅱa（講読） 2･3･4前 1 ○ 1

ロシア語Ⅱb（講読） 2･3･4後 1 ○ 1

ロシア語Ⅱa（表現） 2･3･4前 1 ○ 兼1

ロシア語Ⅱb（表現） 2･3･4後 1 ○ 兼1

韓国語Ⅰa（文法） 1･2･3･4前 1 ○ 1 兼1

韓国語Ⅰb（文法） 1･2･3･4後 1 ○ 1 兼1

韓国語Ⅰa（運用） 1･2･3･4前 1 ○ 兼2

韓国語Ⅰb（運用） 1･2･3･4後 1 ○ 兼2

韓国語Ⅱa（講読） 2･3･4前 1 ○ 兼1

韓国語Ⅱb（講読） 2･3･4後 1 ○ 兼1

韓国語Ⅱa（表現） 2･3･4前 1 ○ 兼1

韓国語Ⅱb（表現） 2･3･4後 1 ○ 兼1

日本語Ⅰa（読解） 1･2･3･4前 1 ○ 2

日本語Ⅰb（読解） 1･2･3･4後 1 ○ 2

日本語Ⅰa（作文） 1･2･3･4前 1 ○ 1 1

日本語Ⅰb（作文） 1･2･3･4後 1 ○ 1 1

日本語Ⅱa（聴解） 2･3･4前 1 ○ 2

日本語Ⅱb（聴解） 2･3･4後 1 ○ 2

日本語Ⅱa（文章作成） 2･3･4前 1 ○ 1 1

日本語Ⅱb（文章作成） 2･3･4後 1 ○ 1 1

－ 0 48 0 9 3 0 0 0 兼21

哲学史概説Ａ 1･2･3･4後 2 ○ 1

哲学史概説Ｃ 1･2･3･4後 2 ○ 兼1

哲学基礎Ａ 1･2･3･4後 2 ○ 1

哲学基礎Ｂ 1･2･3･4後 2 ○ 1

哲学基礎Ｃ 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

倫理学基礎Ａ 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

倫理学基礎Ｂ 1･2･3･4後 2 ○ 兼1

美学概説Ａ 1･2･3･4後 2 ○ 1

芸術論概説Ａ 1･2･3･4前 2 ○ 1

芸術論史概説Ａ 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

表象文化論 1･2･3･4前 2 ○ 1

視覚芸術史 1･2･3･4後 2 ○ 1

日本史概説Ａ 1･2･3･4後 2 ○ 1 1

考古学概説 1･2･3･4後 2 ○ 1

東洋史概説Ａ 1･2･3･4前 2 ○ 1

西洋史概説Ａ 1･2･3･4前 2 ○ 1

西洋史概説Ｂ 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

文化人類学概説 1･2･3･4前 2 ○ 1

言語学入門Ｂ 1･2･3･4前 2 ○ 1

理論言語学入門Ｂ 1･2･3･4後 2 ○ 1

日本語学概説Ａ 1･2･3･4前 2 ○ 1

日本語学概説Ｂ 1･2･3･4後 2 ○ 1

日本文学概説Ａ 1･2･3･4後 2 ○ 1

日本文学概説Ｂ 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

日本文学概説Ｃ 1･2･3･4後 2 ○ 1

比較文学概説 1･2･3･4後 2 ○ 1

中国近現代文学概説 1･2･3･4後 2 ○ 1

イギリス文学史Ａ 1･2･3･4前 2 ○ 1

中国近現代文化概説 1･2･3･4前 2 ○ 1

韓国文化概説Ｂ 1･2･3･4前 2 ○ 1

アメリカ研究入門Ａ 1･2･3･4前 2 ○ 1

－ 0 62 0 15 6 0 0 0 兼7

国際関係論入門 1･2･3･4前・後 2 ○ 1

比較政治学入門 1･2･3･4前・後 2 ○ 1

市民と憲法 1･2･3･4前・後 2 ○ 兼5

社会調査法基礎 1･2･3･4前 2 ○ 1

社会調査法応用 1･2･3･4後 2 ○ 1

統計学入門 1･2･3･4前 2 ○ 1

小計（48科目）

科
目
群

小計（31科目）

人
文
学
科
目
群

社
会
科
学
科

－

－

埼玉大学－4



統計学基礎 1･2･3･4後 2 ○ 兼1

データ解析 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

社会調査実習 1･2･3･4前 2 ○ 1

－ 0 18 0 1 2 0 0 0 兼6

教養数学Ⅰ 1･2･3･4前 2 ○ 1 兼3

教養数学Ⅱ 1･2･3･4後 2 ○ 1 兼4

基礎力学 1･2･3･4前 2 ○ 1

力学 1･2･3･4前 2 ○ 1

基礎電磁気学 1･2･3･4後 2 ○ 1

電磁気学 1･2･3･4前・後 2 ○ 1

現代物理学の展開 1･2･3･4前 2 ○ 1

教養化学 1･2･3･4後 2 ○ 兼1

化学Ⅰ 1･2･3･4前 2 ○ 1

化学Ⅱ 1･2･3･4後 2 ○ 1

化学Ⅲ 1･2･3･4前 2 ○ 1

一般生化学Ａ 1･2･3･4後 2 ○ 1

一般分子生物学Ａ 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

一般生化学Ｂ 1･2･3･4後 2 ○ 1

一般分子生物学Ｂ 1･2･3･4後 2 ○ 1

基礎細胞学 1･2･3･4前 2 ○ 1

教養生物学 1･2･3･4前・後 2 ○ 1

基礎生物学Ⅱ 1･2･3･4前 2 ○ 1

基礎生物学Ⅲ 1･2･3･4前 2 ○ 1

基礎生物学Ⅳ 1･2･3･4後 2 ○ 兼1

現代生体制御学 1･2･3･4後 2 ○ 1

科学史 1･2･3･4前・後 2 ○ 兼1

科学哲学 1･2･3･4後 2 ○ 兼1

－ 0 46 0 12 2 2 0 0 兼9

社会と教育 1･2･3･4前・後 2 ○ 1 1

科学と教育 1･2･3･4前・後 2 ○ 2

文化と教育 1･2･3･4前・後 2 ○ 1

発達と教育 1･2･3･4前・後 2 ○ 1 兼1

人間形成と教育 1･2･3･4前・後 2 ○ 1

人間と芸術 1･2･3･4後 2 ○ 4 3 オムニバス

機械工学入門 1･2･3･4前 2 ○ 1

社会基盤と電気電子工学 1･2･3･4後 2 ○ 1

情報システム工学入門 1･2･3･4前・後 2 ○ 1

現代化学 1･2･3･4前 2 ○ 1

エコ・マテリアルサイエンス 1･2･3･4後 2 ○ 1

自然環境と社会基盤整備 1･2･3･4後 2 ○ 1

科学技術と知的財産 1･2･3･4後 2 ○ 兼1

環境 環境と国際社会 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

貧困と人権を現場から考える 1･2･3･4後 2 ○ 兼1

宗教と出会う 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

「多様な性」と出会う 1･2･3･4前・後 2 ○ 1

男女共同参画社会を考える 1･2･3･4前・後 2 ○ 1

1･2･3･4前 2 ○ 1

福祉と出会う 1･2･3･4後 2 ○ 1

ＮＧＯと出会う 1･2･3･4後 2 ○ 兼1

映像から社会を読む 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

人と出会う・生活と出会う 1･2･3･4後 2 ○ 兼1

科学技術と出会う 1･2･3･4後 2 ○ 1

開発の概念 1･2･3･4後 2 ○ 1

開発援助概論 1･2･3･4後 2 ○ 1

開発と援助の潮流 1･2･3･4前 2 ○ 1

－ 0 54 0 17 10 0 0 0 兼7

1･2･3･4後 2 ○ 1 1

1･2･3･4前 1 ○ 兼1

1･2･3･4後 1 ○ 兼1

－ 0 4 0 1 1 0 0 0 兼1

1･2･3･4前 2 ○ 兼2

－ 0 2 0 0 0 0 0 0 兼2

グ
ロ
ー

バ

ル
社
会

現
代
科
学
技
術

社
会
と
出
会
う

小計（1科目）

自
然
科
学
科
目
群

小計（27科目）

小計（3科目）

市
民
教
育

科
目
群

「戦争の記憶・平和の思想」と出会う 

テ
ー

マ
科
目
群

教
育

小計（9科目）

目
群

基
盤
科
目

－

－

小計（23科目）

－

－

健康科学

スポーツ実技a

スポーツ実技b

情報基礎

－

情報科学
科目群

埼玉大学－5



1前前 2 ○ 2 1

1前前 2 ○ 1 2

1前前 2 ○ 2 1

1前 2 ○ 兼2

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1前 2 ○ 8 11 2 0 0

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 3 ○ 1

－ 19 0 0 13 15 2 2 0 兼2

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

3･4前後 2 ○ 大学院科目

－ 0 24 0 2 8 0 0 0 兼1

2･3前 2 ○ 22 28 2

2･3後 2 ○ 22 28 2

2･3前 2 ○ 22 28 2

2･3後 2 ○ 22 28 2

3･4前 4 ○ 22 28 2

3･4後 4 ○ 22 28 2

－ 16 0 0 22 28 2 0 0

2･3前 2 ○ 22 28 2

2･3後 2 ○ 22 28 2

2･3前 2 ○ 22 28 2

2･3後 2 ○ 22 28 2

3･4前 4 ○ 22 28 2

3･4後 4 ○ 22 28 2

－ 16 0 0 22 28 2 0 0

1･2･3･4後 2 ○ 1

1･2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

－ 10 0 0 3 1 1 0 0

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

－ 0 30 0 4 8 0 0 0 兼2

2･3･4後 2 ○ 1

選
択
必
修
科
目

小計（5科目）

必
修
科
目

小計（10科目）

小計（6科目）

初
年
次
科
目

小計（15科目）

マルクス経済学

国際経済論

小計（12科目）

メ
ジ
ャ
ー

共
通
選
択
科
目

「

日
本
研
究
」

小計（6科目）

メ
ジ
ャ
ー

共
通
必
修
科
目

Global Talent BasicsⅢ

Urban Planning in Japan

Global Business in Japan

入
門
科
目

ツ
ｌ
ル
科
目

G
T
P

地方財政論

Thesis Writing Tutorial

SeminarⅡ

国民経済計算論

演習Ⅳ

日本経済論

Graduation Reserch Project

経済政策論

労働経済論

金融論

Japanese-style Management
Marketing and Consumption in Modern Japan

Human Resource Management in Japan
Public Policies in Japan

Economic Policies in Japan
Japanese Economy

演習Ⅰ

経済学史

SeminarⅣ

財政学

卒業研究指導

－

アカデミック・スキルズ

SeminarⅠ

Global Talent BasicsⅠ

International Trade in Japan

卒業研究論文

情報基礎

Media Culture in Japan

Japanese Society

経済学入門

経営学入門

法学入門

Global Talent BasicsⅡ

ミクロ経済学Ⅱ

マクロ経済学Ⅱ

日本経済史

Introduction to Economics

研究科目「　　　　　　　」

SeminarⅢ

経済数学

ミクロ経済学Ⅰ

演習Ⅱ

演習Ⅲ

マクロ経済学Ⅰ

西洋経済史

計量経済学

国際経営論

International Economic Theory

－

－

－

－

数理統計基礎

－

グローバ
ルタレン
トプログ
ラム用

グローバ
ルタレン
トプログ
ラム用

プレゼミ

埼玉大学－6



2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 2

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 兼1 隔年開講

2･3･4後 2 ○ 兼1 隔年開講

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

－ 0 102 0 13 21 1 0 0 兼13

1･2･3･4前 2 ○ 1

1･2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

－ 10 0 0 2 2 0 0 0 兼1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

必
修
科
目

Introduction to Global Business

国際経済論

ミクロ経済学Ⅰ

経営管理総論

小計（51科目）

選
択
科
目

小計（5科目）

開発論

Introduction to Global Business

国際マーケティング論

アジア経済論

国際経営論

マーケティング論

開発論

－

企業会計総論

マクロ経済学Ⅰ

Comparative Studies of Management

経
済
分
析
メ
ジ
ャ
ｌ

日本経営史

Communication and Social Change
Ethics in a Global Society and in Japan

都市論

経営管理総論

国際地域実習

中小企業論

環境政策論

マーケティング論

計算システム論

技術経営論

サプライチェーン・マネジメント

経営財務論

財務会計論

国際マーケティング論

アジア経済論

国際比較経営論

社会保障論

経済地理学

国際産業論

Advanced Theory of Public Policies

政治学

会社法

Strategy and Organization

行政学

憲法

民法総則

有価証券法

経済法

政治史

地方自治論

行政法

Introduction to Public Policies
物権法

民事訴訟法

債権法

商法総則・商行為

経営戦略論

刑法

労働法

管理会計論

生産管理論

Introduction to Business Studies

経営倫理

－

監査論

雇用関係論

埼玉大学－7



2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 2

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

－ 0 30 0 6 7 0 0 0 兼2

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 兼1 隔年開講

2･3･4後 2 ○ 兼1 隔年開講

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
と
社
会
発
展
メ
ジ
ャ
ｌ

財政学

西洋経済史

専
門
科
目

小計（15科目）

選
択
必
修
科
目

国際地域実習

国際産業論

International Economic Theory

選
択
科
目

有価証券法

経済法

監査論

サプライチェーン・マネジメント

経営財務論

商法総則・商行為

地方自治論

刑法

労働法

政治史

Advanced Theory of Public Policies

債権法

行政学

計算システム論

行政法

マクロ経済学Ⅱ

計量経済学

会社法

民事訴訟法

日本経営史

Introduction to Business Studies
雇用関係論

Introduction to Public Policies
物権法

日本経済史

Introduction to Economics

企業会計総論

国民経済計算論

地方財政論

経済数学

労働経済論

金融論

政治学

－

憲法

民法総則

経営倫理

Comparative Studies of Management

ミクロ経済学Ⅱ

Communication and Social Change

経済政策論

管理会計論

Strategy and Organization

経営戦略論

中小企業論

生産管理論

国際比較経営論

Ethics in a Global Society and in Japan

環境政策論

社会保障論

都市論

日本経済論

経済地理学

経済学史

技術経営論

マルクス経済学

財務会計論

埼玉大学－8



－ 0 102 0 13 21 2 0 0 兼12

1･2･3･4前 2 ○ 1

1･2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

－ 10 0 0 1 4 0 0 0

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 1

－ 0 28 0 5 5 0 0 0 兼4

2･3･4後 2 ○ 1 0 0

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 2

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

1･2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 兼1

選
択
必
修
科
目

－

政治学

環境政策論

Communication and Social Change

経
営
イ
ノ
ベ
ｌ
シ
ョ
ン
メ
ジ
ャ
ｌ

地方財政論

マルクス経済学

国際経済論

経済学史

計量経済学

経済数学

ミクロ経済学Ⅰ

管理会計論

監査論

中小企業論

Comparative Studies of Management

社会保障論

都市論

経済地理学

Ethics in a Global Society and in Japan

International Economic Theory
国際経営論

Introduction to Public Policies
物権法

小計（5科目）

小計（14科目）

国際地域実習

アジア経済論

西洋経済史

開発論

Introduction to Global Business

国際マーケティング論

国際比較経営論

憲法

民法総則

労働経済論

金融論

経済政策論

財政学

行政学

日本経済史

Strategy and Organization

Introduction to Economics

国民経済計算論

マクロ経済学Ⅰ

日本経済論

ミクロ経済学Ⅱ

マクロ経済学Ⅱ

国際産業論

技術経営論

サプライチェーン・マネジメント

経営財務論

財務会計論

必
修
科
目

経営戦略論

－

雇用関係論

Introduction to Business Studies

経営管理総論

－

生産管理論

マーケティング論

計算システム論

企業会計総論

経営倫理

日本経営史

小計（51科目）

選
択
科
目

埼玉大学－9



2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 兼1 隔年開講

2･3･4後 2 ○ 兼1 隔年開講

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

－ 0 104 0 14 22 1 0 0 兼11

1･2･3･4後 2 ○ 1

1･2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

－ 10 0 0 2 2 0 0 0 兼1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

－ 0 32 0 2 6 1 0 0 兼7

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 兼1

小計（5科目）

必
修
科
目

小計（16科目）

選
択
必
修
科
目

選
択
科

経済法

刑法

経済数学

西洋経済史

－

債権法

会社法

商法総則・商行為

刑法

労働法

有価証券法

物権法

民事訴訟法

会社法

債権法

民事訴訟法

－

民法総則

政治学

行政学

－

Introduction to Global Business
開発論

国際経済論

日本経済史

Introduction to Economics

経済学史

経営管理総論

国際マーケティング論

国際産業論

International Economic Theory
国際経営論

マーケティング論

アジア経済論

労働経済論

金融論

経済政策論

マルクス経済学

計量経済学

国民経済計算論

社会保障論

Advanced Theory of Public Policies

ミクロ経済学Ⅰ

マクロ経済学Ⅰ

ミクロ経済学Ⅱ

行政法

政治史

財政学

地方財政論

地方自治論

マクロ経済学Ⅱ

法
と
公
共
政
策
メ
ジ
ャ
ｌ

憲法

行政法

政治史

地方自治論

Advanced Theory of Public Policies

Introduction to Public Policies

有価証券法

日本経済論

経済法

商法総則・商行為

労働法

小計（52科目）

埼玉大学－10



2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 2

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 1

－ 0 100 0 16 24 1 0 0 兼7

－ 91 813 0 80 53 4 4 0 兼134

小計（50科目）

科
目

管理会計論

Communication and Social Change

合計（487科目） －

学位又は称号 学位又は学科の分野 経済学関係学士（経済学）

Strategy and Organization

中小企業論

技術経営論

サプライチェーン・マネジメント

経営財務論

監査論

－

財務会計論

日本経営史

Introduction to Business Studies
雇用関係論

生産管理論

計算システム論

経営戦略論

Ethics in a Global Society and in Japan
Comparative Studies of Management
企業会計総論

経営倫理

国際比較経営論

環境政策論

都市論

経済地理学

国際地域実習

埼玉大学－11



（経済学科　夜間主コース）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

－ 26 0 1 0 0 0 0

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

外
国
語
科
目

基
盤
科
目

－小計（13科目）

睡眠と健康('13)

基礎化学('11)

宇宙を読み解く('13)

生物圏の科学('12)

人体の構造と機能('12)

発達心理学概論('11)

教育心理学概論('14)

西洋哲学の誕生('10)

近代哲学の人間像('12)

芸術史と芸術理論('10)

放
送
大
学
開
講
科
目

放
送
大
学
開
講
科
目

日本文学概論('12)

言葉と発想('11)

グローバル化時代の人文地理学('12)

中国語Ⅱ('14)

韓国語入門Ⅰ('12)

韓国語入門Ⅱ('12)

教育と心理の巨人たち('10)

英文法AtoZ('13)
発音をめぐる冒険('12)

ドイツ語入門Ⅰ('11)

ドイツ語入門Ⅱ('11)

問題解決の進め方('12)

中国語Ⅰ('14)

科目区分 授業科目の名称 配当年次

市民と社会を考えるために('11)

英語の軌跡をたどる旅('13)

英語で描いた日本('14)

専任教員等の配置

備考

単位数 授業形態

フランス語入門Ⅰ('12)

フランス語入門Ⅱ('12)

英語圏の言語と文化('11)

疾病の回復を促進する薬('13)

疾病の成立と回復促進('11)

1

1

国際理解のために('13)

情報の世界('10)

健康と社会('11)

運動と健康('13)

世界の名作を読む('11)

心理と教育を学ぶために('12)

市民と社会を生きるために('09)

自然を理解するために('12)

科学的探求の方法('11)

物理の世界('11)

教育入門('11)

教育史入門('12)

教育と社会('11)

心理学概論('12)

博物館概論('11)

初歩からの生物学('14)

初歩からの物理学('12)

初歩からの化学('12)

身近な気象学('10)

初歩からの数学('12)

身近な統計('12)

「ひと学」への招待('12)

市民のための健康情報学入門('13)

遠隔学習のためのパソコン活用('13)

哲学への誘い('14)

歴史と人間('14)

日本語からたどる文化('11)

埼玉大学－12



1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

－ 0 108 0 1 0 0 0 0

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

－ 0 28 0 1 0 0 0 0

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

基
礎

入
門

小計（14科目） －

小計（54科目）

市民生活と裁判('12)

著作権法概論('14)

国際経営('13)

現代行政学('12)

マーケティング('13)

国際法('14)

企業・消費者・政府と法('11)

現代南アジアの政治('12)

初級簿記('10)

現代東アジアの政治と社会('10)

比較行動学('11)

心理学史('10)

社会心理学('14)

現代日本の政治('11)

都市社会の社会学('12)

民法('13)

アジアの社会福祉と国際協力('14)

欧米の社会福祉の歴史と展望('11)

現代の生涯学習('12)

認知心理学('13)

交通心理学('12)

日本経済史('12)

放
送
大
学
開
講
科

人口減少社会のライフスタイル('11)

食安全性学('14)

住まい論('10)

新しい住宅の世界('13)

地域福祉の展開('14)

現代都市とコミュニティ('10)

社会と銀行('14)

現代経済学('13)

労働経済('12)

行政法('12)

現代環境法の諸相('13)

デジタル情報と符号の理論('13)

日常生活のデジタルメディア('14)

情報ネットワーク('14)

社会統計学入門('12)

社会学入門('10)

心理統計法('11)

リスク社会のライフデザイン('14)

生活経済学('12)

社会福祉入門('12)

現代の生活問題('11)

生活者のための不動産学入門('13)

惑星地球の進化('13)

社会保険の現代的課題('12)

放
送
大
学
開
講
科
目

入門線形代数('14)

微分と積分('10)

解析入門('14)

計算事始め('13)

経済学入門('13)

多様化時代の労働('10)

情報社会の法と倫理('14)

経営学入門('12)

社会のなかの会計('12)

市民社会と法('12)

事例から学ぶ日本国憲法('13)

現代の国際政治('13)

日本政治外交史('13)

管理会計('14) 1

－

1

政治学入門('12)

技術経営の考え方('11)

埼玉大学－13



1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

1･2･3･4前・後 2 ○

－ 0 150 0 1 0 0 0 0

1･2･3･4前・後 2 ○ 6 10 0 0 0

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

－

国際ボランティアの世紀('14)

技術マネジメントの法システム('14)

エネルギーと社会('11)

色を探求する('13)

文学のエコロジー('13)

社会の中の芸術('10)

途上国を考える('14)

死生学入門('14)

社会福祉と権利擁護('12)

Political Economy of Japan('10)
進化する情報社会('11)

観光の新しい潮流と地域('11)

代数の考え方('10)

微分方程式への誘い('11)

統計学('13)

数学の歴史('13)

安全・安心と地域マネジメント('14)

物質・材料工学と社会('11)

産業とデザイン('12)

都市・建築の環境とエネルギー('14)

格差社会と新自由主義('11)

文化人類学('14)

グローバリゼーションの人類学('11)

博物館経営論('13)

コンピュータと人間の接点('13)

情報社会のユニバーサルデザイン('14)

情報のセキュリティと理論('14)

社会技術概論('12)

大学マネジメント論('14)

アグリビジネスと日本農業('14)

グローバル化と日本のものづくり('11)

NPOマネジメント('11)

科
目

小計（75科目）

国際経済論

応

国家と財政

専
門
科
目

４
年
に
１

計量言語学基礎

環境政策

応用ミクロ経済学

民事訴訟法

計量経済学

企業倫理

財務会計論

市民生活と憲法

グローバル・ビジネス

地方財政論

会計学概論

経済波及効果論

金融論

近代日本経済史

地方自治論

中小企業論

経営管理論

コスト･マネジメント

経済法

会社法

国際社会論

消費者と証券投資('11)

演習Ⅰ～Ⅷ

社会保障論

ファイナンス入門('12)

ケースで学ぶ現代経営学('12)

組織運営と内部監査('13)
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2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 兼1

－ 0 98 0 20 25 2 0 0 兼17

2･3･4前後 2 0 0 ○ 6 10

－ 2 0 0 0 0 0 0 0

－ 2 410 0 0 0 0 0 0 兼17

設置の趣旨・必要性

経済学科（昼間コース）

Ⅰ　設置の趣旨・必要性

　経済学部は、「経済学、経営学、法学をはじめとする社会科学の教育及び研究を通じ、自ら問題を発見し、分析し、解決することができる人
材の育成」（学則第14条第3項）を基本目標とし、３学科（経済学科、経営学科、社会環境設計学科）体制の下で、学生の主体性を重んじる選択
の自由度の高いカリキュラムを特徴としてきたが、近年、専門性や国際的視野の不十分さなど、従来型カリキュラムの弊害が顕在化してきた。
このため、学生の意欲に基づく専門の選択を最大限配慮しつつ、専門基礎学力を徹底して身につけること、複眼的な汎用力と国際展開力を涵養
することを目的として、学部の改組を行なうこととした。その骨子は、学科を経済学科に統合した上で、４つの専門的なメジャー（経済分析、
国際ビジネスと社会発展、経営イノベーション、法と公共政策）を導入することである。
　学科を経済学科１学科にするのは、第一に、学生が２年次からメジャーを選択するに際して、学科定員管理による「不本意選択」を除去し、
学生が初年次教育で基礎を学んだ上で、自らの意思に基づきメジャーを選択することを可能にするためであり、第二に、グローバル化や知識基
盤社会化が進む現代社会の複雑な現象を分析し理解するためには、経済学をベースとしつつも、従来の学問の垣根を越える学際性を兼ね備えた
専門教育が必要なためである。後者については、特に「国際ビジネスと社会発展」メジャーでは、経済学、経営学、都市計画、環境政策、社会
保障の諸科目を一体的に配置することでひとつの専門分野を形成し、また、「法と公共政策」メジャーにおいては、法学・政治学を、財政学な
どの経済学や社会保障論などと統一的に学ぶことによって、法学・経済学一体型の公共政策論を学ぶという専門領域を構成している。これによ
り、新たな経済学科は、「経済分析」メジャーのみによって構成される狭い意味での経済学科ではなく、社会経済学、経営経済学、法と経済
学、政治経済学などのより広い領域を包含する広義の経済学科となる。

経営戦略論

小計（49科目）

経済社会とジェンダー

アジア経済論

統計リテラシー

経営財務論

応用マクロ経済学

演習Ⅰ～Ⅷ

都市計画論

日本経済論

企業と文化

用

社会政策論

国際マーケティング論

公共政策論

流通経営論

比較経営論

国際産業論

学位又は学科の分野 経済学関係

－

－

技術戦略と管理

雇用関係論

経営史

生産管理論

学士（経済学）

経済政策論

西洋経済史

マクロマーケティング論

合計（206科目） －

学位又は称号

小計（1科目）

経済地理学

演
習

１
度
開
講

監査論

埼玉大学－15



Ⅱ　教育課程編成の考え方・特色

　今回の改組は、１学科４メジャー制によって、現代社会に適合的な専門基礎学力を徹底して身につけさせる教育課程を編成する。各メジャー
においては、必修科目（10単位）、選択必修科目（30単位中20単位）、演習（4～8単位）、卒業研究（8単位）を必修とする。各メジャーの教育
目標は以下の通りである。
○経済分析メジャー
　経済状況を総合的・分析的に思考するための基礎的な経済学的思考力と、経済現象を歴史的・国際的に考えることのできる能力、経済分析に
必要な数量的スキルを身につけさせる。
○国際ビジネスと社会発展メジャー
　国際社会の諸環境を理解し、世界の現状や問題点を自ら把握し解決策を模索する能力と、国際ビジネスが先進国や途上国で果たす役割の理
解、国際ビジネスにコミットできる能力を育成する。
○経営イノベーションメジャー
　継続事業体としての営利・非営利組織全体を管理・戦略的視点と財務的視点から俯瞰し、各職能が直面する諸課題を理解し分析できる能力、
組織をイノベーションと企業家精神の視点、グローバルな視点、倫理的視点、歴史的視点、数量的な視点から理解する能力を身につけさせる。
○法と公共政策メジャー
　法に特徴的な基礎的・理論的思考力とリーガルマインドを育成し、法と公共政策の一体的理解、法的素養に裏打ちされた公共政策の立案・形
成・発案能力を涵養する。
　また、各メジャーにおいては卒業研究を必修化する。これは、メジャーの専門性を前提としつつ、学生が理論的な文章を作成し、自らの見解
を理論的に提示し、相手を理性的に説得するという、現代ホワイトカラーに必須の能力を身につけることを目的としている。
　さらに、学生が所属しないメジャーの科目を選択科目として履修することを通じて、多面的な視点を学ぶと同時に、他メジャーの科目をまと
めて履修すること（20単位以上）を積極的に奨励し、これを「マイナー」として認定することを通じて、汎用的な思考力を身につけさせる。単
一の専門に閉ざされることなく、専門基礎学力をベースとしつつ複眼的・多面的な思考力を身につけることは、予測し得ない様々な状況の変化
に柔軟に対応していくための能力を涵養することを意味し、現代社会の知的な担い手に必要な能力である。
　最後に、英語による専門の導入科目をメジャーの必修科目として配置すると同時に、英語による社会科学系「日本研究」科目をメジャー共通
の選択科目として導入し、社会科学系の専門基礎知識を基礎とする国際化教育を行なう。すでに、経済学部では、平成26年度から「国際プログ
ラム枠」入学試験（平成26年志願倍率10.0倍）による合格者を中心に、グローバルタレント・プログラム（英語によるプレゼミ、海外語学研
修、１年間の留学、英語による卒論作成等々）を実施し、社会科学的素養を基礎とするグローバル人材育成に乗り出しているが、今次改革では
その裾野を広げ、多くの学生に国際的な展開能力を身につけさせることを目指している。
　以上の教育課程を図示すると、以下のようになる。
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経済学科（夜間主コース）

Ⅰ　設置の趣旨・必要性

Ⅱ　教育課程編成の考え方・特色

経済学科（昼間コース）
【卒業要件】
・外国語科目8単位以上、基盤科目18単位以上、専門科目98単位以上、合計124単位以上を
修得しなければならない。
【履修科目の登録の上限（１学期）】
GPA3.0以上 24単位、1.5以上3.0未満 22単位、1.5未満 20単位 ただし、4年次以上は除
く。
【履修方法：専門科目】
・初年次科目：入門科目       　　6単位
・    　　　：必修ツール科目　　 4単位
・　　　　　：プレゼミ     　　  2単位
・メジャー共通必修科目   　　   16単位
・メジャー必修科目        　　  10単位
・メジャー選択必修科目   　　   20単位
・メジャー共通選択科目,メジャー選択科目、他メジャー科目 40単位

１時限の授業時間 ９０分

２学期

卒業要件及び履修方法

１学期の授業期間 １５週

１学年の学期区分

授業期間等

１時限の授業時間 ９０分

経済学科（夜間主コース）
【卒業要件】
・外国語科目（放送大学開講科目）8単位、基盤科目（放送大学開講科目）12単位、専門科
目（入門）（放送大学開講科目）8単位、専門科目（基礎）（放送大学開講科目）12単位、
専門科目（応用）（埼玉大学経済学部開講科目）82単位以上、演習2単位、合計124単位以
上を修得しなければならない。
【履修科目の登録の上限（1年間）】
56単位 ただし、4年次以上は除く。
【履修方法】
・専門科目（入門）　　8単位
//専門科目（基礎）　 12単位
・専門科目（応用）   82単位
・専門科目（演習)     2単位

　夜間主コースの教育課程では、まず、入学時に、マンツーマン体制で履修・学修指導を行ないうる体制を構築し、社会人大学生の個々の実情
に合わせて、長期履修制度を活用する履修プランを作成する。第二に、社会人の場所的・時間的便宜を考慮し、語学、基盤科目、基礎的な専門
科目について、放送大学の協力型単位互換制度を柔軟に活用できる体制を構築する（40単位：語学8単位、基盤科目12単位、専門科目（入門）8
単位、専門科目（基礎）12単位。第三に、埼玉大学経済学部においては、埼玉大学ならではの、より高度で専門的な学士教育を提供する。具体
的には、演習2単位を必修とするほか、演習は毎学期開講し、社会人学生の希望に応じて、1年次当初からの自由な履修を可能にする。また、講
義科目は、たとえば、放送大学で「日本経済史」や「マーケティング論」の履修を想定して、埼玉大学では「近代日本経済史」や「マクロマー
ケティング論」を提供するなど、埼玉大学独自のより高度な専門科目を提供する。
　以上の履修については、教員が個々の社会人学生に対して教育がマンツーマン体制による指導を行なう。これにより、夜間主における社会人
学士課程教育においても、教育の質的転換を果たし、その内容をいっそう充実させることが可能となる。
　なお、夜間主コースにおける履修モデルは、下図に示すとおりである。

　経済学部昼間コースの改組と同時に、夜間主コースも、経済学科一学科体制に改組する。その理由として、グローバル化や知識基盤社会化が
進む現代社会の複雑な現象を分析し理解するためには、経済学をベースとしつつも、従来の学問の垣根を越える学際性を兼ね備えた専門教育が
必要であるという点は、昼間コースと同じである。経済学科一学科体制の下で、社会人学生は、経済学をベースとしつつも、社会経済学、経営
経済学、法と経済学、政治経済学などにかかわる広範な経済関連諸科目を履修し、広い意味での経済学を学修する。
　だが、夜間主コースの改組は、昼間コースにはない独自の問題と特徴が存在する。すなわち、中央教育審議会答申「新たな未来を築くための
大学教育の質的転換に向けて ～生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ～ 」（平成24年8月28日）に基づき、自主学修を含め1単位
45時間の学修時間を確保することを学士号授与の前提と考える場合、夜間主コースの学生は、平日午後6時から深夜まで勉強し、週末1日8時間勉
強するとしても、4年間で卒業に必要な124単位を修得することは不可能であり、夜間主コースの学士課程教育においては、この矛盾を解決する
ことが強く求められているのである。
　このため、本学夜間主コースでは、社会人学生の個別の事情に十分に配慮し、長期履修制度を活用して個々の学生ごとに履修計画を立てさ
せ、個々の事情に即して勉学を行ないうるきめ細かな指導体制の構築することを通じて、教育の質的転換を前提とした学士号を授与でき体制を
構築するために、改組を行なうこととしている。

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1･2･3･4前 1 ○ 兼9

1･2･3･4後 1 ○ 兼9

英語Ⅰ（CALL 1a） 1･2･3･4前 1 ○ 兼9

英語Ⅰ（CALL 1b） 1･2･3･4後 1 ○ 兼9

1･2･3･4前 1 ○ 4 1 兼1

1･2･3･4後 1 ○ 4 1 兼1

1･2･3･4前 1 ○ 4 兼2

1･2･3･4後 1 ○ 4 兼2

1･2･3･4前 1 ○ 2 1 兼6

1･2･3･4後 1 ○ 2 1 兼6

英語Ⅰ（Basic English 1a） 1･2･3･4前 1 ○ 兼1

英語Ⅰ（Basic English 1b） 1･2･3･4後 1 ○ 兼1

2･3･4前 1 ○ 2 兼7

2･3･4後 1 ○ 2 兼7

英語Ⅱ（CALL 2a） 2･3･4前 1 ○ 兼9

英語Ⅱ（CALL 2b） 2･3･4後 1 ○ 兼9

2･3･4前 1 ○ 1 2 兼1

2･3･4後 1 ○ 1 2 兼1

2･3･4前 1 ○ 3 1

2･3･4後 1 ○ 3 1

2･3･4前 1 ○ 4 兼5

2･3･4後 1 ○ 4 兼5

英語Ⅱ（Basic English 2a） 2･3･4前 1 ○ 兼1

英語Ⅱ（Basic English 2b） 2･3･4後 1 ○ 兼1

英語Ⅲ（CALL 3a） 3･4前 1 ○ 兼9

英語Ⅲ（CALL 3b） 3･4後 1 ○ 兼9

英語Ⅲ（CALL 3 SE） 3･4前・後 1 ○ 兼9

－ 0 27 0 0 4 0 1 0 兼18

ドイツ語Ⅰa（文法） 1･2･3･4前 1 ○ 1 兼6

ドイツ語Ⅰb（文法） 1･2･3･4後 1 ○ 1 兼6

ドイツ語Ⅰa（運用） 1･2･3･4前 1 ○ 1 1 兼5

ドイツ語Ⅰb（運用） 1･2･3･4後 1 ○ 1 1 兼5

ドイツ語Ⅱa（講読） 2･3･4前 1 ○ 兼1

ドイツ語Ⅱb（講読） 2･3･4後 1 ○ 兼1

ドイツ語Ⅱa（表現） 2･3･4前 1 ○ 1 1

ドイツ語Ⅱb（表現） 2･3･4後 1 ○ 1 1

フランス語Ⅰa（文法） 1･2･3･4前 1 ○ 兼4

フランス語Ⅰb（文法） 1･2･3･4後 1 ○ 兼4

フランス語Ⅰa（運用） 1･2･3･4前 1 ○ 1 兼3

フランス語Ⅰb（運用） 1･2･3･4後 1 ○ 1 兼3

フランス語Ⅱa（講読） 2･3･4前 1 ○ 兼1

フランス語Ⅱb（講読） 2･3･4後 1 ○ 兼1

フランス語Ⅱa（表現） 2･3･4前 1 ○ 兼1

フランス語Ⅱb（表現） 2･3･4後 1 ○ 兼1

中国語Ⅰa（文法） 1･2･3･4前 1 ○ 兼4

中国語Ⅰb（文法） 1･2･3･4後 1 ○ 兼4

中国語Ⅰa（運用） 1･2･3･4前 1 ○ 1 兼3

中国語Ⅰb（運用） 1･2･3･4後 1 ○ 1 兼3

中国語Ⅱa（講読） 2･3･4前 1 ○ 兼1

中国語Ⅱb（講読） 2･3･4後 1 ○ 兼1

中国語Ⅱa（表現） 2･3･4前 1 ○ 兼1

中国語Ⅱb（表現） 2･3･4後 1 ○ 兼1

ロシア語Ⅰa（文法） 1･2･3･4前 1 ○ 1

小計（27科目）

（別添２－２）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）
（経済学科、経営学科、社会環境設計学科　昼間コース）　（既設分）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

外
国
語
科
目

英
語
ス
キ
ル
教
育
科
目
群

英語Ⅰ（General English Skills 1a）
英語Ⅰ（General English Skills 1b）

英語Ⅰ（Academic Communication Skills 1a）

英語Ⅰ（Academic Communication Skills 1b）

英語Ⅰ（Academic Essay Writing 1a）
英語Ⅰ（Academic Essay Writing 1b）
英語Ⅰ（English for Specific Purposes 1a）

英語Ⅰ（English for Specific Purposes 1b）

英語Ⅱ（Academic English Skills 2a）
英語Ⅱ（Academic English Skills 2b）

英語Ⅱ（Academic Communication Skills 2a）

英語Ⅱ（Academic Communication Skills 2b）

英語Ⅱ（Academic Essay Writing 2a）

－

外
国
語
科

英語Ⅱ（Academic Essay Writing 2b）
英語Ⅱ（English for Specific Purposes 2a）

英語Ⅱ（English for Specific Purposes 2b）
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ロシア語Ⅰb（文法） 1･2･3･4後 1 ○ 1

ロシア語Ⅰa（運用） 1･2･3･4前 1 ○ 兼1

ロシア語Ⅰb（運用） 1･2･3･4後 1 ○ 兼1

ロシア語Ⅱa（講読） 2･3･4前 1 ○ 1

ロシア語Ⅱb（講読） 2･3･4後 1 ○ 1

ロシア語Ⅱa（表現） 2･3･4前 1 ○ 兼1

ロシア語Ⅱb（表現） 2･3･4後 1 ○ 兼1

韓国語Ⅰa（文法） 1･2･3･4前 1 ○ 1 兼1

韓国語Ⅰb（文法） 1･2･3･4後 1 ○ 1 兼1

韓国語Ⅰa（運用） 1･2･3･4前 1 ○ 兼2

韓国語Ⅰb（運用） 1･2･3･4後 1 ○ 兼2

韓国語Ⅱa（講読） 2･3･4前 1 ○ 兼1

韓国語Ⅱb（講読） 2･3･4後 1 ○ 兼1

韓国語Ⅱa（表現） 2･3･4前 1 ○ 兼1

韓国語Ⅱb（表現） 2･3･4後 1 ○ 兼1

日本語Ⅰa（読解） 1･2･3･4前 1 ○ 2

日本語Ⅰb（読解） 1･2･3･4後 1 ○ 2

日本語Ⅰa（作文） 1･2･3･4前 1 ○ 1 1

日本語Ⅰb（作文） 1･2･3･4後 1 ○ 1 1

日本語Ⅱa（聴解） 2･3･4前 1 ○ 2

日本語Ⅱb（聴解） 2･3･4後 1 ○ 2

日本語Ⅱa（文章作成） 2･3･4前 1 ○ 1 1

日本語Ⅱb（文章作成） 2･3･4後 1 ○ 1 1

－ 0 48 0 9 3 0 0 0 兼21

哲学史概説Ａ 1･2･3･4後 2 ○ 1

哲学史概説Ｃ 1･2･3･4後 2 ○ 兼1

哲学基礎Ａ 1･2･3･4後 2 ○ 1

哲学基礎Ｂ 1･2･3･4後 2 ○ 1

哲学基礎Ｃ 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

倫理学基礎Ａ 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

倫理学基礎Ｂ 1･2･3･4後 2 ○ 兼1

美学概説Ａ 1･2･3･4後 2 ○ 1

芸術論概説Ａ 1･2･3･4前 2 ○ 1

芸術論史概説Ａ 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

表象文化論 1･2･3･4前 2 ○ 1

視覚芸術史 1･2･3･4後 2 ○ 1

日本史概説Ａ 1･2･3･4後 2 ○ 1 1

考古学概説 1･2･3･4後 2 ○ 1

東洋史概説Ａ 1･2･3･4前 2 ○ 1

西洋史概説Ａ 1･2･3･4前 2 ○ 1

西洋史概説Ｂ 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

文化人類学概説 1･2･3･4前 2 ○ 1

言語学入門Ｂ 1･2･3･4前 2 ○ 1

理論言語学入門Ｂ 1･2･3･4後 2 ○ 1

日本語学概説Ａ 1･2･3･4前 2 ○ 1

日本語学概説Ｂ 1･2･3･4後 2 ○ 1

日本文学概説Ａ 1･2･3･4後 2 ○ 1

日本文学概説Ｂ 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

日本文学概説Ｃ 1･2･3･4後 2 ○ 1

比較文学概説 1･2･3･4後 2 ○ 1

中国近現代文学概説 1･2･3･4後 2 ○ 1

イギリス文学史Ａ 1･2･3･4前 2 ○ 1

中国近現代文化概説 1･2･3･4前 2 ○ 1

韓国文化概説Ｂ 1･2･3･4前 2 ○ 1

アメリカ研究入門Ａ 1･2･3･4前 2 ○ 1

－ 0 62 0 15 6 0 0 0 兼7

国際関係論入門 1･2･3･4前・後 2 ○ 1

比較政治学入門 1･2･3･4前・後 2 ○ 1

市民と憲法 1･2･3･4前・後 2 ○ 兼5

社会調査法基礎 1･2･3･4前 2 ○ 1

社会調査法応用 1･2･3･4後 2 ○ 1

統計学入門 1･2･3･4前 2 ○ 1

小計（48科目）

人
文
学
科
目
群

社
会
科
学
科

小計（31科目） －

科
目
群

－
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統計学応用 1･2･3･4後 2 ○ 兼1

データ解析 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

社会調査実習 1･2･3･4前 2 ○ 1

－ 0 18 0 1 2 0 0 0 兼6

教養数学Ⅰ 1･2･3･4前 2 ○ 1 兼3

教養数学Ⅱ 1･2･3･4後 2 ○ 1 兼4

基礎力学 1･2･3･4前 2 ○ 1

力学 1･2･3･4前 2 ○ 1

基礎電磁気学 1･2･3･4後 2 ○ 1

電磁気学 1･2･3･4前・後 2 ○ 1

現代物理学の展開 1･2･3･4前 2 ○ 1

教養化学 1･2･3･4後 2 ○ 兼1

化学Ⅰ 1･2･3･4前 2 ○ 1

化学Ⅱ 1･2･3･4後 2 ○ 1

化学Ⅲ 1･2･3･4前 2 ○ 1

一般生化学Ａ 1･2･3･4後 2 ○ 1

一般分子生物学Ａ 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

一般生化学Ｂ 1･2･3･4後 2 ○ 1

一般分子生物学Ｂ 1･2･3･4後 2 ○ 1

基礎細胞学 1･2･3･4前 2 ○ 1

教養生物学 1･2･3･4前・後 2 ○ 1

基礎生物学Ⅱ 1･2･3･4前 2 ○ 1

基礎生物学Ⅲ 1･2･3･4前 2 ○ 1

基礎生物学Ⅳ 1･2･3･4後 2 ○ 兼1

現代生体制御学 1･2･3･4後 2 ○ 1

科学史 1･2･3･4前・後 2 ○ 兼1

科学哲学 1･2･3･4後 2 ○ 兼1

－ 0 46 0 12 2 2 0 0 兼9

社会と教育 1･2･3･4前・後 2 ○ 1 1

科学と教育 1･2･3･4前・後 2 ○ 2

文化と教育 1･2･3･4前・後 2 ○ 1

発達と教育 1･2･3･4前・後 2 ○ 1 兼1

人間形成と教育 1･2･3･4前・後 2 ○ 1

人間と芸術 1･2･3･4後 2 ○ 4 3 オムニバス

機械工学入門 1･2･3･4前 2 ○ 1

社会基盤と電気電子工学 1･2･3･4後 2 ○ 1

情報システム工学入門 1･2･3･4前・後 2 ○ 1

現代化学 1･2･3･4前 2 ○ 1

エコ・マテリアルサイエンス 1･2･3･4後 2 ○ 1

自然環境と社会基盤整備 1･2･3･4後 2 ○ 1

科学技術と知的財産 1･2･3･4後 2 ○ 兼1

環境 環境と国際社会 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

貧困と人権を現場から考える 1･2･3･4後 2 ○ 兼1

宗教と出会う 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

「多様な性」と出会う 1･2･3･4前・後 2 ○ 1

男女共同参画社会を考える 1･2･3･4前・後 2 ○ 1

1･2･3･4前 2 ○ 1

福祉と出会う 1･2･3･4後 2 ○ 1

ＮＧＯと出会う 1･2･3･4後 2 ○ 兼1

映像から社会を読む 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

人と出会う・生活と出会う 1･2･3･4後 2 ○ 兼1

科学技術と出会う 1･2･3･4後 2 ○ 1

開発の概念 1･2･3･4後 2 ○ 1

開発援助概論 1･2･3･4後 2 ○ 1

開発と援助の潮流 1･2･3･4前 2 ○ 1

－ 0 54 0 17 10 0 0 0 兼7

1･2･3･4後 2 ○ 1 1

1･2･3･4前 1 ○ 兼1

1･2･3･4後 1 ○ 兼1

－ 0 4 0 1 1 0 0 0 兼1

1･2･3･4前 2 ○ 兼2

－ 0 2 0 0 0 0 0 0 兼2

小計（9科目）

小計（23科目）

小計（27科目）

「戦争の記憶・平和の思想」と出会う 

グ
ロ
ー

バ

ル
社
会

－

スポーツ実技a

スポーツ実技b

健康科学

小計（1科目）

情報科学
科目群

情報基礎

テ
ー

マ
科
目
群

教
育

現
代
科
学
技
術

基
盤
科
目

目
群

－

自
然
科
学
科
目
群

－

小計（3科目）

－

市
民
教
育

科
目
群

社
会
と
出
会
う

－
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1前 2 ○ 3 1

1前 2 ○ 2 2

1前 2 ○ 3 1

－ 6 0 0 5 6 1 0 0

1前 2 ○ 8 8 3

－ 2 0 0 8 8 3 0 0

3･4前 4 ○ 22 16 2 0 0 兼2

3･4後 4 ○ 22 16 2 0 0 兼2

－ 8 0 0 22 16 2 0 0 兼2

1･2後 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2前 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

－ 0 30 0 5 2 1 0 0 兼7

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

マーケティング論

民法総則

政治学

行政学

環境政策

経済原論

憲法

統計基礎

経済学史

国際経営論

日本経営史

マクロ経済学

ミクロ経済学

日本経済史

経
済
学
科

卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅱ

小計（2科目）

国際経済論

学
科
選
択
必
修
科
目

会計学総論

経営管理論

日本経済論

小計（15科目）

選
択
科
目

経済統計学

経済政策論

財政学

金融論

西洋経済史

労働経済論

計量経済学

地方財政論

アジア経済論

開発経済学

経営学総論

中小企業論

経営財務論

労使関係論

生産管理論

財務会計論

管理会計論

監査論

国際産業論

経営戦略論

経営情報論

計算システム論

比較経営論

物権法

債権法

刑法

会社法

手形・小切手法

商法総則・商行為法

民事訴訟法

行政法

経済法

労働法

社会保障論

－

専
門
科
目

卒業研
究科目

法学

小計（3科目）

経済学
基
本
科
目

経
営
学
科

設社
計会
学環
科境

プレゼミ
小計（1科目） －

－

－

プレゼミⅠ

経営学
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2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1 1

2･3前後 2 ○ 43 30 4 兼1

－ 2 ○

－ 2 ○

3･4前後 2 ○

2･3･4前後 2 ○

2･3･4前後 2 ○

－ 1～４ ○

－ 0 94 0 14 14 1 0 0 兼13

－ 16 385 0 25 22 2 0 0 兼93

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1･2･3･4前 1 ○ 兼9

1･2･3･4後 1 ○ 兼9

英語Ⅰ（CALL 1a） 1･2･3･4前 1 ○ 兼9

英語Ⅰ（CALL 1b） 1･2･3･4後 1 ○ 兼9

1･2･3･4前 1 ○ 4 1 兼1

1･2･3･4後 1 ○ 4 1 兼1

1･2･3･4前 1 ○ 4 兼2

1･2･3･4後 1 ○ 4 兼2

1･2･3･4前 1 ○ 2 1 兼6

1･2･3･4後 1 ○ 2 1 兼6

英語Ⅰ（Basic English 1a） 1･2･3･4前 1 ○ 兼1

英語Ⅰ（Basic English 1b） 1･2･3･4後 1 ○ 兼1

2･3･4前 1 ○ 2 兼7

2･3･4後 1 ○ 2 兼7

英語Ⅱ（CALL 2a） 2･3･4前 1 ○ 兼9

英語Ⅱ（CALL 2b） 2･3･4後 1 ○ 兼9

2･3･4前 1 ○ 1 2 兼1

2･3･4後 1 ○ 1 2 兼1

2･3･4前 1 ○ 3 1

2･3･4後 1 ○ 3 1

2･3･4前 1 ○ 4 兼5

2･3･4後 1 ○ 4 兼5

英語Ⅱ（Basic English 2a） 2･3･4前 1 ○ 兼1

英語Ⅱ（Basic English 2b） 2･3･4後 1 ○ 兼1

英語Ⅲ（CALL 3a） 3･4前 1 ○ 兼9

英語Ⅲ（CALL 3b） 3･4後 1 ○ 兼9

英語Ⅲ（CALL 3 SE） 3･4前・後 1 ○ 兼9

－ 0 27 0 0 4 0 1 0 兼18

ドイツ語Ⅰa（文法） 1･2･3･4前 1 ○ 1 兼6

ドイツ語Ⅰb（文法） 1･2･3･4後 1 ○ 1 兼6

ドイツ語Ⅰa（運用） 1･2･3･4前 1 ○ 1 1 兼5

ドイツ語Ⅰb（運用） 1･2･3･4後 1 ○ 1 1 兼5

ドイツ語Ⅱa（講読） 2･3･4前 1 ○ 兼1

ドイツ語Ⅱb（講読） 2･3･4後 1 ○ 兼1

ドイツ語Ⅱa（表現） 2･3･4前 1 ○ 1 1

ドイツ語Ⅱb（表現） 2･3･4後 1 ○ 1 1

フランス語Ⅰa（文法） 1･2･3･4前 1 ○ 兼4

フランス語Ⅰb（文法） 1･2･3･4後 1 ○ 兼4

小計（27科目）

学位又は学科の分野

経済地理学

都市論

英語Ⅰ（General English Skills 1a）
英語Ⅰ（General English Skills 1b）

他学部の専門教育科目（教職に関
する科目を除く）

小計（48科目）

演習

研究科目「　　　　」

授業科目の名称

英
語
ス
キ
ル
教
育
科
目
群

英語Ⅰ（English for Specific Purposes 1b）

英語Ⅱ（Academic English Skills 2a）
英語Ⅱ（Academic English Skills 2b）

英語Ⅰ（Academic Communication Skills 1a）

英語Ⅰ（Academic Communication Skills 1b）

英語Ⅰ（Academic Essay Writing 1a）
英語Ⅰ（Academic Essay Writing 1b）
英語Ⅰ（English for Specific Purposes 1a）

英語Ⅱ（English for Specific Purposes 2b）

配当年次

英語Ⅱ（Academic Essay Writing 2b）
英語Ⅱ（English for Specific Purposes 2a）

－

合計（238科目） －

（経済学科、経営学科、社会環境設計学科　夜間主コース）　（既設分）

特殊講義「　　　　」

寄付講義「　　　　」

科目
区分

プレゼミⅡ

経済学関係学位又は称号 学士（経済学）

政治史

経済学部昼間コースの他学科選択
必修科目

経済学部夜間主コースの専門科目
（演習を除く）

英語Ⅱ（Academic Communication Skills 2a）

英語Ⅱ（Academic Communication Skills 2b）

英語Ⅱ（Academic Essay Writing 2a）

外
国
語

授業形態

－

単位数 専任教員等の配置

備考
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フランス語Ⅰa（運用） 1･2･3･4前 1 ○ 1 兼3

フランス語Ⅰb（運用） 1･2･3･4後 1 ○ 1 兼3

フランス語Ⅱa（講読） 2･3･4前 1 ○ 兼1

フランス語Ⅱb（講読） 2･3･4後 1 ○ 兼1

フランス語Ⅱa（表現） 2･3･4前 1 ○ 兼1

フランス語Ⅱb（表現） 2･3･4後 1 ○ 兼1

中国語Ⅰa（文法） 1･2･3･4前 1 ○ 兼4

中国語Ⅰb（文法） 1･2･3･4後 1 ○ 兼4

中国語Ⅰa（運用） 1･2･3･4前 1 ○ 1 兼3

中国語Ⅰb（運用） 1･2･3･4後 1 ○ 1 兼3

中国語Ⅱa（講読） 2･3･4前 1 ○ 兼1

中国語Ⅱb（講読） 2･3･4後 1 ○ 兼1

中国語Ⅱa（表現） 2･3･4前 1 ○ 兼1

中国語Ⅱb（表現） 2･3･4後 1 ○ 兼1

ロシア語Ⅰa（文法） 1･2･3･4前 1 ○ 1

ロシア語Ⅰb（文法） 1･2･3･4後 1 ○ 1

ロシア語Ⅰa（運用） 1･2･3･4前 1 ○ 兼1

ロシア語Ⅰb（運用） 1･2･3･4後 1 ○ 兼1

ロシア語Ⅱa（講読） 2･3･4前 1 ○ 1

ロシア語Ⅱb（講読） 2･3･4後 1 ○ 1

ロシア語Ⅱa（表現） 2･3･4前 1 ○ 兼1

ロシア語Ⅱb（表現） 2･3･4後 1 ○ 兼1

韓国語Ⅰa（文法） 1･2･3･4前 1 ○ 1 兼1

韓国語Ⅰb（文法） 1･2･3･4後 1 ○ 1 兼1

韓国語Ⅰa（運用） 1･2･3･4前 1 ○ 兼2

韓国語Ⅰb（運用） 1･2･3･4後 1 ○ 兼2

韓国語Ⅱa（講読） 2･3･4前 1 ○ 兼1

韓国語Ⅱb（講読） 2･3･4後 1 ○ 兼1

韓国語Ⅱa（表現） 2･3･4前 1 ○ 兼1

韓国語Ⅱb（表現） 2･3･4後 1 ○ 兼1

日本語Ⅰa（読解） 1･2･3･4前 1 ○ 2

日本語Ⅰb（読解） 1･2･3･4後 1 ○ 2

日本語Ⅰa（作文） 1･2･3･4前 1 ○ 1 1

日本語Ⅰb（作文） 1･2･3･4後 1 ○ 1 1

日本語Ⅱa（聴解） 2･3･4前 1 ○ 2

日本語Ⅱb（聴解） 2･3･4後 1 ○ 2

日本語Ⅱa（文章作成） 2･3･4前 1 ○ 1 1

日本語Ⅱb（文章作成） 2･3･4後 1 ○ 1 1

－ 0 48 0 9 3 0 0 0 兼21

哲学史概説Ａ 1･2･3･4後 2 ○ 1

哲学史概説Ｃ 1･2･3･4後 2 ○ 兼1

哲学基礎Ａ 1･2･3･4後 2 ○ 1

哲学基礎Ｂ 1･2･3･4後 2 ○ 1

哲学基礎Ｃ 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

倫理学基礎Ａ 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

倫理学基礎Ｂ 1･2･3･4後 2 ○ 兼1

美学概説Ａ 1･2･3･4後 2 ○ 1

芸術論概説Ａ 1･2･3･4前 2 ○ 1

芸術論史概説Ａ 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

表象文化論 1･2･3･4前 2 ○ 1

視覚芸術史 1･2･3･4後 2 ○ 1

日本史概説Ａ 1･2･3･4後 2 ○ 1 1

考古学概説 1･2･3･4後 2 ○ 1

東洋史概説Ａ 1･2･3･4前 2 ○ 1

西洋史概説Ａ 1･2･3･4前 2 ○ 1

西洋史概説Ｂ 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

文化人類学概説 1･2･3･4前 2 ○ 1

言語学入門Ｂ 1･2･3･4前 2 ○ 1

理論言語学入門Ｂ 1･2･3･4後 2 ○ 1

日本語学概説Ａ 1･2･3･4前 2 ○ 1

日本語学概説Ｂ 1･2･3･4後 2 ○ 1

日本文学概説Ａ 1･2･3･4後 2 ○ 1

小計（48科目）

外
国
語
科
目
群

－

人
文
学
科
目
群

語
科
目
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日本文学概説Ｂ 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

日本文学概説Ｃ 1･2･3･4後 2 ○ 1

比較文学概説 1･2･3･4後 2 ○ 1

中国近現代文学概説 1･2･3･4後 2 ○ 1

イギリス文学史Ａ 1･2･3･4前 2 ○ 1

中国近現代文化概説 1･2･3･4前 2 ○ 1

韓国文化概説Ｂ 1･2･3･4前 2 ○ 1

アメリカ研究入門Ａ 1･2･3･4前 2 ○ 1

－ 0 62 0 15 6 0 0 0 兼7

国際関係論入門 1･2･3･4前・後 2 ○ 1

比較政治学入門 1･2･3･4前・後 2 ○ 1

市民と憲法 1･2･3･4前・後 2 ○ 兼5

社会調査法基礎 1･2･3･4前 2 ○ 1

社会調査法応用 1･2･3･4後 2 ○ 1

統計学入門 1･2･3･4前 2 ○ 1

統計学応用 1･2･3･4後 2 ○ 兼1

データ解析 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

社会調査実習 1･2･3･4前 2 ○ 1

－ 0 18 0 1 2 0 0 0 兼6

教養数学Ⅰ 1･2･3･4前 2 ○ 1 兼3

教養数学Ⅱ 1･2･3･4後 2 ○ 1 兼4

基礎力学 1･2･3･4前 2 ○ 1

力学 1･2･3･4前 2 ○ 1

基礎電磁気学 1･2･3･4後 2 ○ 1

電磁気学 1･2･3･4前・後 2 ○ 1

現代物理学の展開 1･2･3･4前 2 ○ 1

教養化学 1･2･3･4後 2 ○ 兼1

化学Ⅰ 1･2･3･4前 2 ○ 1

化学Ⅱ 1･2･3･4後 2 ○ 1

化学Ⅲ 1･2･3･4前 2 ○ 1

一般生化学Ａ 1･2･3･4後 2 ○ 1

一般分子生物学Ａ 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

一般生化学Ｂ 1･2･3･4後 2 ○ 1

一般分子生物学Ｂ 1･2･3･4後 2 ○ 1

基礎細胞学 1･2･3･4前 2 ○ 1

教養生物学 1･2･3･4前・後 2 ○ 1

基礎生物学Ⅱ 1･2･3･4前 2 ○ 1

基礎生物学Ⅲ 1･2･3･4前 2 ○ 1

基礎生物学Ⅳ 1･2･3･4後 2 ○ 兼1

現代生体制御学 1･2･3･4後 2 ○ 1

科学史 1･2･3･4前・後 2 ○ 兼1

科学哲学 1･2･3･4後 2 ○ 兼1

－ 0 46 0 12 2 2 0 0 兼9

社会と教育 1･2･3･4前・後 2 ○ 1 1

科学と教育 1･2･3･4前・後 2 ○ 2

文化と教育 1･2･3･4前・後 2 ○ 1

発達と教育 1･2･3･4前・後 2 ○ 1 兼1

人間形成と教育 1･2･3･4前・後 2 ○ 1

人間と芸術 1･2･3･4後 2 ○ 4 3 オムニバス

機械工学入門 1･2･3･4前 2 ○ 1

社会基盤と電気電子工学 1･2･3･4後 2 ○ 1

情報システム工学入門 1･2･3･4前・後 2 ○ 1

現代化学 1･2･3･4前 2 ○ 1

エコ・マテリアルサイエンス 1･2･3･4後 2 ○ 1

自然環境と社会基盤整備 1･2･3･4後 2 ○ 1

科学技術と知的財産 1･2･3･4後 2 ○ 兼1

環境 環境と国際社会 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

貧困と人権を現場から考える 1･2･3･4後 2 ○ 兼1

宗教と出会う 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

「多様な性」と出会う 1･2･3･4前・後 2 ○ 1

男女共同参画社会を考える 1･2･3･4前・後 2 ○ 1

1･2･3･4前 2 ○ 1

小計（31科目）

小計（9科目）

小計（23科目）

「戦争の記憶・平和の思想」と出会う 

現
代
科
学
技
術

社
会
と
出

教
育

基
盤
科
目

－

社
会
科
学
科
目
群

－

自
然
科
学
科
目
群

－

テ
ー

マ
科
目
群
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福祉と出会う 1･2･3･4後 2 ○ 1

ＮＧＯと出会う 1･2･3･4後 2 ○ 兼1

映像から社会を読む 1･2･3･4前 2 ○ 兼1

人と出会う・生活と出会う 1･2･3･4後 2 ○ 兼1

科学技術と出会う 1･2･3･4後 2 ○ 1

開発の概念 1･2･3･4後 2 ○ 1

開発援助概論 1･2･3･4後 2 ○ 1

開発と援助の潮流 1･2･3･4前 2 ○ 1

－ 0 54 0 17 10 0 0 0 兼7

1･2･3･4後 2 ○ 1 1

1･2･3･4前 1 ○ 兼1

1･2･3･4後 1 ○ 兼1

－ 0 4 0 1 1 0 0 0 兼1

1･2･3･4前 2 ○ 兼2

－ 0 2 0 0 0 0 0 0 兼2

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

1･2後 2 ○ 兼1

－ 0 12 0 1 1 0 0 0 兼4

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 兼1

小計（27科目）

小計（3科目）

小計（1科目）

出
会
う

グ
ロ
ー

バ

ル
社
会

専
門
科
目

比較経営論

日本経営史

ミクロ経済学

日本経済論

経済原論

統計基礎

マクロ経済学

日本経営史

生産管理論

財務会計論

経済学史

経済統計学

経済政策論

地方財政論

アジア経済論

金融論

会計学総論

経営管理論

マーケティング論

西洋経済史

労働経済論

労使関係論

管理会計論

経営戦略論

民事訴訟法

国際経済論

情報基礎

刑法

計量経済学

国際産業論

手形・小切手法

商法総則・商行為法

経営情報論

経営学総論

中小企業論

経営財務論

スポーツ実技b

－

－

民法総則

政治学

市
民
教
育

科
目
群

－

情報科学
科目群 －

健康科学

スポーツ実技a

財政学

国際経営論

物権法

学経
科営

設社
計会
学環
科境

小計（6科目）

計算システム論

憲法

債権法

監査論

会社法

選
択
科
目

学
科
選
択
必
修
科
目

学経
科済
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2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 兼1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3･4後 2 ○ 1

2･3･4前 2 ○ 1

2･3前後 2 ○ 1

－ 2 ○

－ 2 ○

3･4前後 2 ○

2･3･4前後 2 ○

2･3･4前後 2 ○

－ 1～４ ○

－ 0 108 0 17 12 1 0 0 兼19

ー 0 381 0 0 0 0 0 0 兼94

学位又は称号 学士（経済学） 学位又は学科の分野 経済学関係

寄付講義「　　　　」

小計（55科目）

労働法

経済法

社会保障論

都市論

行政学

行政法

経済地理学

合計（230科目） ー

特殊講義「　　　　」

経済学部夜間主コースの他学科選
択必修科目

経済学部昼間コースの専門科目
（プレゼミⅡを除く）

他学部の専門教育科目（教職に関
する科目を除く）

研究科目「　　　　」

演習

政治史

環境政策

－
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